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第４章 建設コンサルタントの課題と今後の方向 

 

（1）これまでの取組みと成果 

「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」（令和 3 年（2021 年）11 月 19 日閣議決定）及

び「緊急提言～未来を切り拓く「新しい資本主義」とその起動に向けて～」（令和 3 年（2021 年）

11 月 8 日新しい資本主義実現会議）において、賃上げを行う企業から優先的に調達を行う措置な

どを検討するとされたことを受け、令和 3 年（2021 年）12 月 17 日に財務大臣から各省庁の長あ

てに賃上げ評価に関する仕組みが通知され、国土交通省においても、令和 3 年（2021 年）12 月 24

日に省内の各機関に対して「総合評価落札方式における賃上げを実施する企業に対する加点措置

について」の通知が発出された。 

協会として、これまで「担い手の確保・育成のための環境整備」「技術力による選定」「品質の

確保・向上」の 3 つの観点から、国や地方自治体への「要望と提案」活動を実施してきたところ

であり、平行して国土交通大臣や国会関係者にも「業務量の安定的確保や技術者単価引き上げ等」

について要望活動を実施してきた。これらの成果として、多くの改善事例や成果が得られており、

令和 4 年度予算関係等の成果としては、①前年を上回る公共事業費が確保され、②10 年連続で技

術者単価が引き上げられ、③一部の歩掛等の整備が進み、④「総合評価落札方式における賃上げ

を実施する企業に対する加点措置」に関して、国土交通省より柔軟な対応が明示された。 

 

（2）今後の喫緊の課題 

今後の喫緊の課題としては、BIM/CIM を含めた DX を主体的に推進するとともに、その必要費

用を含めた“DX 推進の環境整備”が必要である。また、「総合評価落札方式における賃上げを実

施する企業に対する加点措置（国土交通省）」が運用される中、当業界各社における“成長と分

配の好循環の実現”のためには「賃上げ環境」の整備が必要である。 

 

（3）今後の取組み方針 

図 4-4-1 は、「技術単価のアップ」「業務価

格、調査基準価格のアップ」及び「インフラ事

業量の拡大」が継続的に実施されることによ

り、「各企業の事業量の拡大」「賃金アップ」

及び「利益の確保・向上」が実現し、成長と分

配の好循環がスパイラルアップするイメージ

を表したものである。これを実現するために、

従前の「要望と提案」の 3 本柱に加えて、4 本

目の柱として「”DX 推進の環境整備”と”成

長と分配の好循環の実現”」を加えることとし

た。今後は、国土交通省をはじめ発注者に対し、

下記に示す要望と提案を実施することにより、

“DX 推進の環境整備”と“成長と分配の好循

環の実現”を目指していくこととしている。 

４－４ 「ＤＸ推進の環境整備」と「成長と分配の好循環の実現」 

 

 

出典：協会 常任委員会にて作成 

図 4-4-1 成長と分配の好循環 
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第４章 建設コンサルタントの課題と今後の方向 

1）DX 推進 

①受発注者協働による働き方改革に資する DX 推進：DX 推進による業務効率化の促進 

②i-Construction 及び BIM/CIM の推進（ライフサイクルマネジメントの生産性向上） 

 

2）DX 推進の費用面での環境整備 

①BIM/CIM 活用の業務価格の算定方法の見直し 

②DX、テレワーク等に対する一般管理費の見直し 

 

3）成長と分配の好循環の実現 

・建設産業における「成長と分配の好循環」を得るために、技術者単価のアップ、業務価格

の改善、調査基準価格の改善を図るとともに、インフラ事業量の拡大を継続的に実施 

 

  




